
(2) 
に
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
入
学
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
た
め
在
学
期
間
三
年
の
と
こ

ろ
を
三
ヶ
月
繰
上
げ
卒
業
し
た
。
同
期
の
電
気
、
機
械
の
生
徒
は
、
従
来
は
定
員
三

十
名
の
と
こ
ろ
を
各
々
六
十
名
に
倍
増
、
又
満
州
、
台
湾
、
韓
国
の
諸
地
域
か
ら
も

相
当
数
の
生
徒
が
入
学
、
卒
業
も
私
達
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
其
の
頃
私
達
は
入
隊
を

目
前
に
控
え
落
ち
つ
い
て
勉
強
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
は
更
に
な
く
、
卒
業
後
は
生
か

死
の
命
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
気
分
に
取
り
つ
か
れ
、
あ
る
人
は

宗
教
に
、
又
あ
る
人
は
哲
学
な
ど
に
よ
り
命
題
の
解
決
に
努
め
た
が
、
人
生
経
験
の

浅
い
我
々
に
は
扉
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
十
六
年
末
、
徴
兵
の
た
め
の
身
体
検
査
が
行
な
わ
れ
、
身
長
（
一
七
二

cm)

の
割
に
は
体
重
（
五
十
二
kg)
の
少
な
い
私
で
も
甲
種
合
格
と
判
定
さ
れ
た
。
当
時

軍
は
下
級
将
校
の
急
速
な
育
成
に
大
わ
ら
わ
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
い
知
る
こ
と
が
出

来
る
。

③
昭
和
十
七
年
二
月
一
日
町
会
長
初
め
町
会
の
皆
様
が
大
神
宮
の
社
前
で
盛
大
な
壮

行
会
が
行
な
わ
れ
、
現
役
兵
と
し
て
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
に
入
営
、
霰
ま
じ
り
の
雪

が
ひ
ひ
と
舞
う
中
で
中
隊
、
分
隊
（
内
務
班
）
毎
に
仕
分
け
さ
れ
、
担
任
班
長
に
引

卒
さ
れ
、
中
隊
舎
前
に
お
い
て
山
根
中
隊
長
の
訓
示
が
あ
っ
た
後
営
舎
に
入
り
、
予

①
私
は
、
山
形
県
米
沢
市
所
在
の
旧
制
米
沢
高
等
工
業
学
校
（
現
山
形
大
学
工
学
部
）

一
、
入
営
前
後

私

の

従

軍

体

験

記

00) 
長
と
し
て
在
隊
さ
れ
、
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
。

官
）
に
分
け
ら
れ
た
。

9
ー

、

，
 

,＇ 

め
準
備
さ
れ
て
い
た
寝
台
を
前
に
、
戦
友
（
河
野
一
等
兵
）
の
手
助
け
に
よ
り
、
受

領
し
た
被
服
に
氏
名
の
註
記
を
行
な
い
、
入
営
時
に
着
用
し
て
来
た
学
生
服
等
を
一

④
 服

、
兵
器
と
も
一
般
部
隊
よ
り
新
し
く
又
近
代
的
な
も
の
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。

5
 
近
衛
部
隊
は
、
宮
城
の
御
守
衛
を
任
務
の
一
っ
と
し
て
分
担
し
て
い
た
た
め
、
被

二
月
一
日
の
入
営
の
翌
日
か
ら
一
期
の
検
閲
を
目
指
し
、
直
立
の
姿
勢
、
徒
歩
行

進
等
、
歩
兵
操
典
に
示
さ
れ
た
事
項
に
基
き
猛
訓
練
が
始
ま
っ
た
。

,
1
J
 
6
 
教
官
は
小
野
寺
少
尉
、
助
手
と
し
て
柳
沢
軍
曹
ほ
か
上
等
兵
一
名
で
あ
っ
た
。
朝

夕
体
操
、
銃
剣
術
も
行
な
わ
れ
教
官
も
初
年
兵
も
汗
と
土
に
ま
み
れ
、
四
月
末
日
の

一
期
の
検
閲
を
迎
え
た
。

四
月
末
日
豊
島
師
団
長
以
下
の
検
閲
が
あ
り
「
概
ね
良
好
」
の
評
価
を
得
た
。

⑦
 

⑧
 望

兵
種
毎
の
試
験
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
に
よ
り
甲
種
（
士
官
）
と
乙
種
（
下
士

私
と
旧
制
中
学
（
府
立
三
中
、
現
両
国
高
校
）
同
級
の
橋
本
賢
二
君
が
第
七
中
隊

軍
隊
は
運
隊
と
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
大
臣
あ
る
い
は
長
官
の
子
弟
は
、

技
術
ま
た
は
経
理
将
校
と
な
り
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
行
っ
た
。
私
で
さ
え
も
橋
本

引
続
き
幹
部
候
補
生
の
試
験
が
行
な
わ
れ
、
歩
、
騎
、
砲
、
エ
ほ
か
経
、
法
の
希

包
に
し
郵
便
で
送
り
返
し
て
も
ら
う
。

浦

芳

雄

（
宮
本

•
6
9歳
）
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り
一
人
子
の
理
由
で
外
さ
れ
た
。

④
学
校
は
榛
名
山
ろ
く
に
あ
り
歩
兵
六
区
隊
二
棟
、
重
機
、
大
隊
砲
、
通
信
の
各
区

隊
毎
に
一
棟
に
分
か
れ
、
練
習
場
は
山
の
中
腹
に
あ
り
、
施
設
は
完
備
さ
れ
訓
練
を
行

③
中
野
学
校
（
諜
報
活
動
等
）
応
募
の
回
覧
が
あ
り
、
私
も
志
願
し
た
が
長
男
で
あ

ら
れ
た
。

九
月
一
日
付
に
て
軍
曹
の
階
級
に
進
め
ら
れ
、
十
一
月
三
十
日
付
に
て
、
曹
長
の
階

級
に
進
め
ら
れ
見
習
士
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
て
教
育
終
了
原
隊
復
帰
を
命
ぜ

(2) 
見
学
、
二
重
橋
に
立
っ
た
と
き
は
感
無
量
で
あ
っ
た
。

で
宮
城
見
学
が
行
な
わ
れ
、
御
守
衛
規
則
の
説
明
の
ほ
か
、
宮
城
内
の
主
要
設
備
を

(1) 
君
か
ら
内
地
滞
留
の
暗
示
が
あ
っ
た
が
、
兵
種
は
歩
兵
、
地
域
は
北
支
を
希
望
し
、

そ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
近
衛
部
隊
は
特
殊
な
任
務
を
も
つ
て
い
た
た
め
、
被
服
（
帽
子
、

襦
袢
、
袴
下
、
軍
衣
袴
、
衿
布
、
編
上
靴
、
営
内
靴
）
は
御
守
衛
用
、
外
出
用
、
演

習
用
の
三
種
が
あ
り
、
兵
器
と
し
て
は
、
最
新
式
の
九
九
式
短
銃
、
九
六
式
軽
機
関

近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
は
、
留
守
部
隊
業
務
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
マ
レ
ー
の

戦
斗
に
加
わ
り
、
生
還
し
た
近
衛
歩
兵
第
三
、
及
び
第
四
連
隊
の
古
年
次
兵
が
内
務

班
に
雑
居
し
、
消
灯
後
私
的
制
裁
が
行
な
わ
れ
た
た
め
か
虚
弱
体
質
の
兵
を
集
め
、

特
訓
班
（
内
務
班
）
を
作
り
、
昼
は
通
常
の
訓
練
を
受
け
た
が
、
夜
は
特
訓
班
に
帰

り
制
裁
を
免
れ
た
。
私
も
特
訓
班
に
編
入
さ
れ
た
。

前
述
の
よ
う
に
試
験
を
受
け
、
幹
部
候
補
生
に
採
用
さ
れ
る
と
四
月
一
日
、
一
等

兵
の
階
級
を
与
え
ら
れ
、
五
月
一
日
付
に
て
上
等
兵
の
階
級
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
こ

五
月
十
日
付
に
て
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
、
六
月
一
日
付
に
て
伍
長
に
、

二
、
幹
部
候
補
生

02) 
銃
を
渡
さ
れ
、
そ
の
整
理
、
手
入
れ
に
は
骨
が
折
れ
た
。

但）

(1) 

三
、
転

昭
和
十
七
年
十
一
月
三
十
日
見
習
士
官
を
拝
命
以
後
、
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
五

日
迄
の
主
な
る
事
項
と
し
て
は
、
北
支
派
遣
要
員
の
教
育
が
あ
り
、
小
野
寺
教
官
の

属

時
計
が
与
え
ら
れ
た
。

な
わ
れ
中
隊
長
の
亀
田
中
佐
は
全
員
の
指
揮
を
と
る
。
普
段
と
異
な
り
区
隊
長
も
あ

ご
紐
、
脚
絆
姿
で
一
同
緊
張
し
た
表
情
で
あ
っ
た
。
成
績
優
秀
生
徒
に
は
恩
賜
の
銀

(9) 
工
原
中
尉
で
あ
り
、
教
育
は
熾
烈
を
極
め
加
え
て
夏
期
（
七
月
）
は
分
隊
教
育
が
行

な
わ
れ
、
演
習
中
一
人
の
生
徒
が
倒
れ
死
亡
し
た
。
こ
の
為
か
、
た
こ
つ
ぼ
掘
の
演
習

飲
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
理
由
は
将
校
の
水
筒
の
水
は
兵
の
末
期
の
水
で
あ

｀
ー
、8
 

,
＇
,
 

無
し
ょ
う
に
恋
し
か
っ
た
。
た
だ
し
、
面
会
は
二
、
三
度
許
さ
れ
た
。
若
々
し
い
生

(7) (6) 

が
あ
っ
た
。

が
最
後
迄
担
ぎ
駈
け
抜
け
た
こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
す
。

学
校
は
国
鉄
群
馬
総
社
駅
西
方
約
四
粁
に
位
置
し
、
近
衛
か
ら
の
転
属
部
隊
は
想

5
 定

に
基
づ
き
駈
足
行
進
を
行
な
っ
た
処
十
一
年
式
軽
機
関
銃
の
担
ぎ
手
が
な
く
、
私

歩
兵
第
一
区
隊
長
は
田
中
大
尉
、
第
二
区
隊
長
は
中
嶋
大
尉
、
第
三
区
隊
長
は
大

は
三
十
分
穴
を
掘
る
と
十
分
の
休
け
い
と
い
う
具
合
に
変
っ
て
来
た
。
教
育
中
水
を

る
と
説
明
さ
れ
た
。

学
校
で
は
古
年
兵
が
い
な
い
こ
と
か
ら
原
隊
の
よ
う
な
私
的
制
裁
は
な
か
っ
た
。

そ
の
か
わ
り
に
真
夜
中
の
非
常
呼
集
が
必
ず
あ
り
、
夏
の
蒸
し
暑
さ
に
加
え
雷
が
多

く
、
夜
も
お
ち
お
ち
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

学
校
入
校
か
ら
卒
業
迄
外
出
は
一
度
も
許
さ
れ
ず
、
夜
に
な
る
と
前
橋
の
灯
火
が

徒
に
大
き
な
小
供
が
い
た
り
、
予
想
外
な
発
見
が
あ
り
、
や
さ
し
さ
と
花
や
か
さ
と

昭
和
十
七
年
十
一
月
に
入
る
と
侍
従
武
官
が
派
遣
さ
れ
、
閲
兵
と
分
列
行
進
が
行

な
う
に
は
も
っ
と
も
良
い
状
態
で
あ
っ
た
。
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気
に
な
っ
て
出
発
し
た
。

ヽ

5
 

,', 戦
死
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

は
抜
刀
し
て
向
い
合
い
連
隊
長
よ
り
、

(2) 
補
助
教
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

私
個
人
の
問
題
と
し
て
は
痔
の
手
術
を
し
た
。
手
術
後
二
週
間
で
中
隊
に
復
帰
、

そ
の
後
四
十
年
間
発
病
し
な
い
の
は
陸
軍
第
一
病
院
が
非
常
に
上
手
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

又
、
見
習
士
官
と
し
て
近
衛
部
隊
に
在
隊
中
、
連
隊
本
部
前
に
五
米
平
方
位
の
桧

の
お
立
台
が
つ
く
ら
れ
、
兵
の
噂
で
は
今
上
天
皇
が
満
七
オ
に
な
る
と
陸
海
軍
少
尉

に
任
官
さ
れ
、
命
下
布
達
式
が
行
な
わ
れ
る
た
め
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
通
常
、
将

校
を
新
ら
し
く
迎
え
た
と
き
は
、
命
下
布
達
式
が
行
な
わ
れ
、
連
隊
長
と
当
該
将
校

「
天
皇
陛
下
の
命
に
よ
り
陸
軍
歩
兵
0
0中

尉
は
こ
の
た
び

0
0を
命
ぜ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
同
官
の
命
令
に
従
い
服
従
す
べ
し
。
」

と
刀
の
礼
を
互
い
に
行
な
い
ラ
ッ
パ
の
吹
奏
を
受
け
る
。
次
い
で

0
0中
尉
は
、
兵

の
敬
礼
と
分
裂
行
進
を
受
け
る
。
ラ
ッ
パ
手
は
通
常
は
各
中
隊
に
所
属
す
る
が
、
儀

式
の
あ
る
と
き
だ
け
集
ま
り
国
の
し
づ
め
な
ど
吹
奏
す
る
と
ほ
ん
と
う
に
そ
の
気
に

な
る
。
平
常
は
各
中
隊
の
御
守
衛
が
あ
る
と
先
頭
に
立
ち
ラ
ッ
。
ハ
を
吹
奏
し
な
が
ら

行
進
す
る
様
は
見
事
で
あ
っ
た
。
見
習
士
官
の
戦
死
は
上
官
の
恥
と
さ
れ
た
。

③
こ
の
間
、
同
期
生
は
中
支
、
マ
レ
ー
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
等
に
派
遣
さ
れ
、
中

支
に
派
遣
さ
れ
た
吉
田
見
習
士
官
は
、
上
陸
す
る
と
す
ぐ
に
連
隊
の
討
伐
に
参
加
、

私
は
昭
和
十
八
年
五
月
転
属
の
命
令
が
あ
り
、
同
期
生
十
名
と
共
に
鵜
飼
連
隊
長

④
 に

転
属
の
申
告
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
連
隊
長
よ
り
「
諸
君
は
最
も
平
和
な
地
域
に
転

属
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
将
来
国
の

た
め
に
大
い
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
旨
の
訓
示
が
あ
り
、
我
々
も
大
い
に
そ
の

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
五
日
、
下
関
出
帆
、
同
日
釜
山
上
陸
、
同
月
二
十
七
日
鮮

状
況
で
あ
っ
た
。

③
 近

衛
か
ら
来
ら
れ
た
豊
島
房
太
郎
中
将
で
温
和
な
方
で
あ
っ
た
。

｀

ー
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 満
国
境
（
安
東
）
通
過
、
同
月
二
十
九
日
、
満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過
、
同
月
三

十
一
日
、
山
東
省
勝
県
着
、
歩
兵
第
ニ
―
一
連
隊
に
転
属
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
外

地
の
土
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
。
直
ち
に
歩
兵
第
ニ
―
一
連
隊
連
隊
長
に
着
任
の
申

告
、
同
連
隊
直
轄
の
十
二
中
隊
付
と
な
り
佐
野
中
尉
に
着
任
の
挨
拶
を
行
な
う
。

①
師
団
は
歩
兵
第
ニ
―
一
連
隊
（
東
京
）
、
第
ニ
―
二
連
隊
（
佐
倉
）
、
第
ニ
―
三

連
隊
（
山
梨
）
と
郷
土
部
隊
で
あ
り
、
津
浦
線
沿
い
に
展
開
、
統
括
す
る
師
団
長
は

私
た
ち
が
着
任
す
る
二
、
三
年
位
の
前
迄
は
、
駐
屯
地
付
近
は
兵
一
名
が
丸
腰
で

歩
け
た
が
今
で
は
守
備
位
置
（
点
と
線
）
を
確
保
す
る
の
が
や
っ
と
で
あ
る
と
い
う

私
達
が
到
着
し
て
間
も
な
く
、
連
隊
は
出
動
し
て
掃
討
作
戦
を
行
な
う
こ
と
に
な

り
、
連
隊
長
よ
り
「
歩
兵
操
典
通
り
の
戦
闘
を
行
な
う
よ
う
」
旨
の
指
示
が
あ
っ
た
。

う

が

く

ち

ゅ

う

ぐ

ん

．

敵
は
精
鋭
中
の
精
鋭
で
将
介
石
主
席
が
最
も
信
頼
し
て
い
た
干
学
忠
軍
（
幹
部
将
校

に
は
日
本
陸
士
出
身
者
が
多
い
と
ゆ
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
）
で
あ
っ
て
津
浦
線
の
東

に
展
開
し
て
い
た
が
、
新
た
な
編
成
替
え
の
為
、
津
浦
線
を
跨
い
で
西
進
す
る
と
の
情

報
に
基
づ
く
も
の
で
、
連
隊
は
直
ち
に
出
動
、
私
は
十
五
名
と
重
機
関
銃
一
の
小
隊
長

と
な
り
鞍
部
の
台
地
に
陣
取
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
敵
は
目
の
前
の
谷
底
を
一
列
縦
隊

で
西
進
し
て
来
た
。
私
は
好
機
来
れ
り
と
ば
か
り
重
機
を
前
へ
出
し
て
戦
闘
準
備
を

整
え
て
い
た
ら
、
村
長
と
称
す
る
男
が
連
隊
長
の
使
い
だ
と
言
い
山
を
撤
去
、
佐
野

中
隊
に
協
力
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
と
言
う
の
で
幹
部
と
協
議
、
下
山
す
る
こ
と

と
し
た
。
戦
闘
終
了
後
佐
野
中
隊
長
か
ら
、
路
次
戦
闘
に
て
頭
部
負
傷
、
三
浦
少
隊

は
情
報
戦
に
負
け
た
旨
中
隊
長
か
ら
連
隊
長
に
報
告
し
た
。
撤
去
せ
ず
山
の
上
か
ら

射
撃
し
て
い
た
ら
干
学
忠
軍
に
包
囲
さ
れ
戦
死
し
た
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四

、

戦

闘
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(6) (4) 

五
、
情
報
戦
闘

歩
兵
第
ニ
―
一
連
隊
は
南
方
に
転
出
の
た
め
、
日
本
に
て
再
装
備
す
る
こ
と
と
な

り
、
私
は
北
支
那
特
別
警
備
隊
第
一
警
備
大
隊
に
転
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前
述
の
千
学
忠
軍
の
撤
退
に
伴
な
い
、
毛
澤
東
の
率
い
る
八
路
軍
が
山
東
省
に
も

進
出
し
晋
翼
路
予
辺
区
の
行
政
組
織
を
確
立
し
た
と
い
う
。
こ
の
状
況
変
化
に
対
応

す
る
た
め
警
備
隊
が
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
隊
長
は
中
山
憲
兵
大
佐
で
北
京
に
、

ら

ん

り

ん

し

1

ち

ょ

う

か

く

そ

う

中
隊
長
は
坪
井
憲
兵
中
尉
で
開
業
炭
鉱
の
林
西
に
、
私
は
趙
各
荘
に
そ
れ
ぞ
れ
位

置
し
、
情
報
収
集
に
当
る
こ
と
と
な
り
、
憲
兵
軍
曹
二
、
憲
兵
伍
長
二
、
憲
兵
上
等

兵
一
が
私
共
歩
兵
三
十
名
に
配
属
さ
れ
た
が
、
憲
兵
は
い
ず
れ
に
し
て
も
日
支
事
変

以
来
の
強
兵
で
統
率
す
る
に
難
が
あ
っ
た
。

③
―
九
七
六
年
七
月
二
十
八
日
大
地
震
の
あ
っ
た
唐
山
、
林
西
、
古
治
で
は
中
国
で

は
最
も
品
質
の
高
い
粘
結
炭
が
生
産
さ
れ
、
北
九
州
の
鉄
の
生
産
に
大
い
に
役
立
っ

た
。
従
っ
て
開
業
地
区
に
は
共
産
党
系
、
重
慶
系
の
情
報
員
が
入
り
乱
れ
我
々
情
報

従
っ
て
我
々
部
隊
は
夜
間
行
動
（
例
え
ば
潜
伏
）
、
諜
者
の
情
報
に
基
づ
く
急
襲

等
、
今
迄
の
よ
う
な
真
面
目
な
戦
闘
で
な
く
欺
踊
行
動
が
多
く
と
ら
れ
た
。

⑤
 
こ
の
間
昭
和
十
八
年
十
一
月
三
十
日
に
て
、
現
役
満
期
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
一

日
付
に
て
陸
軍
少
尉
に
進
め
ら
れ
、
予
備
役
に
編
入
、
引
続
き
臨
時
召
集
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
内
地
要
員
の
内
示
が
あ
り
、
四
月
十
九
日
北
京
出
発
、
来
た
道

と
ま
っ
た
く
同
じ
道
を
逆
に
辿
り
、
四
月
二
十
四
日
博
多
に
上
陸
、
同
月
二
十
五
日

東
海
軍
官
区
司
令
部
付
、
五
月
七
日
に
は
金
沢
師
管
区
歩
兵
第
二
補
充
隊
附
、
七
月

八
日
は
歩
兵
第
三
三
五
連
隊
付
、
第
三
大
隊
副
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
八
月
二
十
日
陸
軍

中
尉
に
任
ぜ
ら
れ
、
残
務
整
理
の
た
め
、
十
月
十
二
日
召
集
解
除
と
な
っ
た
。

部
隊
が
敵
に
与
え
る
影
響
は
多
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

(2) (1) 

(5) 

の
貨
車
に
一
泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

内
地
は
戦
地
と
異
な
り
ま
だ
の
ん
び
り
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
グ
ア
ム
、
沖

縄
が
敵
の
手
に
落
ち
て
か
ら
内
地
の
主
要
都
市
に
爆
弾
の
雨
が
降
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
海
沿
い
に
は
、
福
井
、
富
山
、
新
潟
と
爆
弾
の
洗
礼
を
受
け
た
が
、
金
沢
、

新
た
に
編
成
さ
れ
た
歩
兵
第
三
三
五
連
隊
は
、
富
山
県
の
郷
土
部
隊
で
あ
り
、
日

3
 本

海
か
ら
の
敵
の
上
陸
部
隊
を
水
際
で
阻
止
す
る
た
め
の
張
付
（
ハ
リ
ッ
ケ
）
部
隊

で
富
山
で
編
成
さ
れ
た
が
、
富
山
市
街
が
丸
焼
に
な
っ
た
三
日
前
に
富
山
県
呉
羽

村
に
移
動
し
た
の
は
部
隊
と
し
て
は
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
っ
た
。
当
夜
は
十
二
時
頃

快
晴
で
あ
る
こ
と
か
ら
富
山
市
の
東
端
を
流
れ
る
神
通
川
（
川
は
月
光
を
受
け
る
と

銀
色
に
光
る
と
い
う
。
）
め
が
け
て
焼
夷
弾
の
雨
を
降
ら
せ
た
。
こ
の
た
め
河
原
に

お
り
た
人
々
の
死
傷
は
大
変
多
く
、
日
本
で
一
番
で
あ
り
、
又
復
興
も
日
本
で
一
番

早
か
っ
た
と
い
う
。
焼
残
っ
た
の
は
海
軍
の
水
交
社
（
鉄
筋
）
、
神
通
中
学
で
あ
っ

た
が
い
ず
れ
も
陸
軍
の
兵
が
木
の
枝
で
落
ち
て
き
た
焼
夷
弾
を
叩
い
て
け
し
止
め
た
、

七
月
初
め
日
本
の
近
代
戦
術
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘
に
対
抗
出
来
な
い
、
と
の
上

司
の
意
見
で
少
尉
ク
ラ
ス
に
近
代
的
歩
兵
戦
闘
を
体
験
さ
せ
る
た
め
豊
橋
予
備
士
官

学
校
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
私
共
の
到
着
数
時
間
前
に
爆
撃
を
受
け
、

盛
ん
に
燃
え
て
い
る
の
で
止
む
を
得
ず
駅
か
ら
士
官
学
校
に
連
絡
、
当
夜
は
引
込
線

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
三
三
五
連
隊
は
郷
土
部
隊
で
あ
っ
た
の

で
暫
ら
く
の
間
、
体
操
や
駈
足
を
や
り
、
果
物
の
買
出
し
に
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、
老

人
や
子
供
に
石
を
投
げ
ら
れ
た
り
し
た
の
で
、
兵
の
間
に
不
穏
の
空
気
が
出
て
来
た

の
で
解
散
す
る
こ
と
と
し
、
食
糧
、
被
服
等
を
分
配
し
帰
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
い
う
。
そ
の
た
め
負
傷
者
、
死
者
が
た
く
さ
ん
出
た
と
い
う
。

柏
崎
は
無
傷
で
残
っ
た
。

(2) (1) 

六

、

被

災
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花
の
近
衛
兵
よ
も
や
ま
物
語

村

上

稔

夫

村

上

兵

衛

陸
軍
幼
年
学
校
よ
も
や
ま
物
語

村

上

兵

衛
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千
葉
県
（
軍
歴
証
明
書
）

下
級
者
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う
よ
う
な
人
も
い
た
。

（完）

当
時
の
上
級
士
官
は
大
隊
砲
に
山
盛
り
の
物
資
を
積
込
み
家
と
部
隊
を
往
復
し
、
我
々
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